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子
ど
も
は
病
気
に
か
か
り
ゃ
す
く
、

か
か
る
と
重
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う

守
っ

て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
母
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん
に
プ
レ
ゼ

ノ
ト
し
た
、

病
気
に
対
す
る
抵
抗
力

は
、
自
然
に
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め、

蔀
ち
A
V

ん
自
身
で
免
疫

場参

.事L幼児の予防接種

日

を
つ
く
っ

て
病
気
を
予
防
す
る
必
要

が
で
て
き
ま
す
。
こ
れ
に
役
立
つ
の

が
予
防
接
種
で
す
。

大
切
な
お
子
さ
ん
を
病
気
か
ら
守

る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
は
、
保
護
者

が
正
し
い
知
議
を
も
っ
て
、
安
全
に

予
防
接
種
を
畳
け
る
こ
と
が
大
事
に

な
り
ま
す
。

①
接
種
の
対
象
者
は
生
年
月
日
で
遣
い
ま
す
の
で
、

左
衰
を
よ
く
ご
覧
く
だ
さ
い
。

直
集
団
接
種
は
、
詳
し
い
計
画
表
な
ど
を
実
施
目
白

前
月
の
『
広
報
う
え
だ
』
に
掲
憶
し
ま
す
。

⑨
個
別
接
種
は
、
対
車
者
へ
個
別
に
通
知
を
し
ま
す

(麻
し
ん

・
風
し
ん
は
ハ
ガ
キ
、
日
本
脳
炎
・
三

種
浬
告
は
封
書
)
。

個別接種

個別接種

…一…一…一四
一一一回
開
一時
一回一
一…一一一…一一一…一期
一…一部
一一一詔
一一

個別嬢種

集団接種

個別接種

量施方法

該当なし

実纏時期

12月

同一明一同一…一明石
一…一日一一一一一語
一千
一明一一一一一明一品
川
一川崎
一一一号
一…

監当なし

5・6月

4月

7月

6月

ん

先

ん

ん

ん

し

予防接種

脳

脳

な

し

し

し

し

本

本

当

風

肱

風

風

廃
一風
一麻

日

対象者生年月日

平曜日正年4月2目

~平成2年4月1日生まれ

平成4年4月1日

~平成4盗事11月30日生まれ

平成4年12月1日

~平成5年3月318生まれ

平成5年4月1日

~手成5年8月31自生まれ

平成5年g月1日

~平成6年2月28日生まれ

平成6年3月1日

~平成6年3月31日生まれ

平成6年4月1日

~平成6年4月初日生まれ ん

ん
一A
旦
ん

し

し
平成6年s月1日
~平成6年8月31日生まれ

ん

告

合
一合

ん
一
合

ん

ん

種

ツベルクリン・8CG

;.1 

;.1 

理

し

;.1 

;.1 

し

し

し

風

平成6盗事9月1日 |麻

~平成6'手10月31日生まれ |三 種

平成時11月1日 ほーし
~平>1<6年11月30日生まれ三種

平成6年12月1日 |三 積

~平成6年12月31日生まれ |麻

平成7年1月1日 |麻

~平成7年3月31日生まれ

積

平成7年4月1日

~平成7年6月30日生まれ
ん

A 
ロ

し

;1 祖

麻

オ

ん
一合

ポ

平成7年7月1固 い ベルタり/.BCG

~平成7年7月31日生まれ |麻

り

し

、

オ

ツベルタリy・8CG

;.1 

リ

積

ポ
平成7年8月1日

~平成7年8月31日生まれ

平成7年9月1日

~平成7年12月31日生まれ

平成8年1月1日

~平成8年3月31日生まれ

平成8年4月1日

~平成8年6月30日生まれ

合

オ

;.1 

リ

置

ポ

ツベルタリy・8CG

ツベルタリ/.BCG

オリ>t! 

場参
[2 J 16 広市ラiU!B，4， 

集団後橿

"よ配の生年月日以前に集まれた子どもで、まだ予防復調を受けていない子どもは、次のようになります。

苧麻しん生後90か月未調の子どむは、上配の実MiWlIHIに側別援組で畳けbれます。
<zツベルタリ μ BCG...'I歳未機の子どもは、上記の裂騒期間に集問後樋で畳けられます。
<3:"リオ 三種混合 日本脳炎生fl90か月未満の子どblt、上犯の災峰期間に集団後種で呈けられます.
<I風しん 4学校 l年生・中学校2年生のとき、学後で畳けられます.
:'.国後種俗、公民館や保健センタ で行います。

:個別後植は 指定病医院で行います.

10・11・12月オリポ
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マ
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兼
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(
第
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所

長
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弁
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弘
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よ
国
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復
興
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〈
農
林
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(
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長
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 精ム局

次
長
(
語
会
事
務
局
次
長
補
佐
嫌
破
事
係
長

兼
調
盗
係
長
)
山
番
正
幸
マ
学
校
教
育
課

長
(
様
南
解
放
会
館
長
兼
媛
南
公
民
館
長
〉

関
陽
マ
第
二
学
綬
給
食
セ
ン
タ
所
畏

(
教
育
委
員
会
事
務
局
付
業
財
団
法
人
よ
国

市
体
育
也
会
派
遣
〉
山
崎
慶
奥
マ
よ
野
が

丘
公
民
館
長
(
よ
園
地
峨
広
緩
行
政
移
務
総
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清
浄
置
所
Z
R
)
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雄
マ
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会
.
綴

周
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課
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マ
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広
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一
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盲
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〈
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長
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主
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(
税
務
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保

昼
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繍
佐
媛
税
制
m
w
E
R
)

宮
下
省
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マ
企
画

謀
関
E
R
補
佐
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企
画
限
付
業
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・
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派
遣
(
水
道
局
業
務
甥
経
理
係
員
)
片
山
久

男
マ
市
民
健
腺
E
R
補
佐
叢
サ
ー
ビ
ス
復
興

係
畏
〔
会
福
国
際
政
策
推
選
副
主
幹
)
関
和
幸

マ
健
直
後
進
課
銀
畏
補
佐
薫
健
康
雄
選
限

付
鎗
京
社
会
福
位
法
人
上
回
市
社
会
福
位
協
積

会
派
温
(
農
村
盤
側
線
操
長
繍
健
策
総
合
盤

側
担
当
係
長
)
小
菅
清
マ
健
康
推
進
際
限

長
繍
佐
策
保
健
地
緩
医
療
係
長
(
下
水
道
標

鶴
長
補
佐
兼
普
及
管
理
係
長
〉
湾
沢
幹
男

マ
福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
鎌
塩
園
事

業
所
長
(
農
林
様
標
畏
怖
佐
兼
農
業
復
興
係

袋
)
清
水
邦
雄
マ
保
育
疎
副
主
税
業
室
賀

保
育
園
長
(
保
育
限
配
主
総
量
栗
東
塩
図
保
育

園
E
R
)

古
平
三
段
子
マ
保
育
院
副
主
勝
繋

塩
困
北
保
育
園
長
〈
室
賀
保
育
園
長
)
北
島

宏
子
マ
保
育
課
副
主
幹
盤
栗
東
部
保
育
園
E
R

(
東
部
保
育
園
長
)
よ
沢
健
晴
子
マ
践
光
際

線
長
繍
佐
策
領
光
係
畏
(
観
光
陽
観
光
m
w

息。

小
山
晃
マ
土
地
改
良
線
課
長
褐
佐
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管
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計
函
館
当
係
長
(
土
木
課
鐸
長
補
佐
兼
土
木

館
ニ
係
長
〉
伊
麗
磁
陪
マ
都
市
計
画
関
陣

畏
補
佐
衆
街
路
担
当
係
畳
(
都
市
計
画
疎
街

路
担
当
係
長
)
大
嫁
一
興
マ
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街
地
強
備

銀
課
長
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線
区
画
盤
理
係
畏
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側
際
区
画
盤
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係
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緑
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国
震
(
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・
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所
長
補
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事
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所
長
)

平
綜
裕
蔵
マ
公
園
縁
地
提
課
長
補
佐
策
公

園
緑
地
係
畏
(
下
水
温
復
鐘
溶
鉱
水
温
股
係

長
)
佐
擁
健
次
マ
建
築
指
導
限
線
長
繍
佐

集
住
宅
係
長
(
土
地
改
良
際
鶴
畏
繍
佐
兼
管

理
計
画
担
当
係
長
V

関
尾
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一
マ
建
績
緬

導
観
最
観
劃
主
幹
〈
商
工
銀
際
畏
輔
佐
媛
労

政
係
長
)
高
橋
文
緩
マ
鍾
築
指
場
楳
腺
畏

篠
佐
般
車
指
場
審
査
係
長
八
建
築
指
場
操
指
導

審
査
係
畏
〉
岡
村
和
明
マ
土
木
鰻
課
長
繍

佐
穀
応
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係
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〈
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急
エ
，
係

Z
R
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道
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係
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境
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係
長
V
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武
男

マ
下
水
道
線
課
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繍
佐
策
集
活
排
水
建
股

係
長
(
土
地
改
良
畿
銀
畏
補
佐
隷
農
業
土
木

係
長
)
手
塚
緩
和
マ
消
防
部
署
防
第
一
操

上
田
市
農
林
漁
業
体
験
実
習
館
等
の
請
負
契
約
の
締
結
が
承
認

臨時市議会リポート

3
月
市
犠
会
臨
時
会
が
、

3
月
幻

自
に
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
上

岡
市
民
体
融
業
体
験
実
習
曲
等
盟
世

建
築
主
体
工
事
と
、
上
回
市
出
林
漁

業
体
験
実
習
館
等
建
設
機
械
盟
冊
工

事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
可
決

・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
車
は
、
国
の
平
成

7
年
度

第
三
次
補
正
予
割
に
よ
り
、
盟
村
貰

師
活
用
盟
業
情
造
改
普
事
業
の
補
幼

揮
択
を
畳
げ
て
、
日
月
市
議
会
臨
時

会
で
関
係
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

市
内
室
賀
地
区
に
、
温
泉
を
利
用
し

た
盟
締
漁
業
体
験
実
習
賠
等
を
建
設

し
て
、
地
域
の
盟
業
・
出
村
の
活
性

化
を
図
る
事
聾
で
す
。

健
-m
繍
佐
(
消
防
総
警
防
第
一
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係
長
)
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綜
賢
一
マ
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防
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銀
謀
畏
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佐

(
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二
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長
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坂
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正
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マ
消
防
錦
笹
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第
三
際
限
畏
補
佐
(
消
防

総
警
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第
三
諜
係
長
)
山
口
弘
明
マ
会
計

課
標
盛
補
往
来
出
納
係
長
〈
会
計
謀
隈
畏
補

佐
兼
踊
盃
係
・
8
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島
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庶
務
傑

際
長
補
佐
嫌
康
務
係
長
(
健
康
推
進
際
限
長

補
佐
般
家
在
宅
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
係
畏
〉
古
平

実
マ
図
・
館
館
長
補
佐
策
庶
務
係
長
(
庶

務
際
限
畏
補
佐
兼
庶
務
係
畏
〉
武
舎
芳
情

マ
よ
園
地
様
広
敏
行
政
事
務
総
合
.
務
局
次

畏
補
佐
兼
庶
務
係
長
(
上
回
地
滋
広
敏
行
致

事
務
組
合
事
務
局
庶
務
係
長
〉
櫛
尾
正
康

マ
よ
園
地
媛
広
蟻
行
政
事
務
総
合
温
清
浄
園
所

畏
繍
健
策
庶
務
係
長
(
よ
図
地
ほ
ほ
広
様
一
行
政

官
・
務
組
合
清
浄
園
庶
務
係
長
)
成
薄
笑
之

-
m
m
a
 

v企
画
課
企
画
調
盤
担
当
係
長
〈
健
康
推

進
課
保
健
地
健
医
療
係
長
)
原
潜
刷
楊

V

企
云
国
際
金
薗
翻
盤
担
当
謀
長
(
建
築
指
導
翻

主
査
)
小
宮
山
幸
男
マ
柏
町
務
課
税
制
係
昼

(
第
一
学
校
鉛
食
セ
ン
タ
ー
庶
務
係
長
)
宮

湾
俊
文
マ
生
活
環
筑
観
現
箱
根
保
全
保
E
m

(
下
水
浄
化
セ
ン
タ
所
長
〉
石
井
正
実

マ
健
康
維
進
健
在
宅
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
係
長

(
税
務
現
主
査
)
松
井
秀
人
マ
点
字
図
書

館
次
畏
(
点
字
図
・
館
主
査
〉
伊
麓
滋
マ

樽
川
第
一
保
育
園
長
(
東
部
保
有
国
主
査
)

保
温
野
文
子
マ
神
科
第
一
保
育
園
長
(
塩

園
北
保
育
園
長
)
鈴
木
公
子
マ
神
科
第
二

保
育
置
E

R

(
縛
川
第
一
保
育
園
長
〕
坂
口
孝

子
マ
梅
が
丘
保
育
箇
畏
(
域
下
保
育
園
主

よ図市農林漁車体厳重冒館等イメ ジ固

事務局が移転

4月1日より、上田創造曲

内にあった 「上田地織広域行

政事務組合穆務局」が、 下記

のとおり移転しました。

.所在地上回市天神2-4 
-55 (1日よ小高等職業馴輯

枝跡)

.電話番号 五
亙
)
前
島
由
紀
枝
マ
川
辺
保
育
閣
E

a

(
梅

が
丘
保
育
園
長
)
趨
入
敦
子

マ
東
纏
園
保

育
園
長
八
術
科
第
一
保
育
園
E
R
)

村
上
書
綾

マ
国
保
年
金
隈
園
長
年
金
係
長
(
青
少
年

観
青
少
年
係
E
R
)

酉
入
湿
人
マ
商
工
標
労

政
係
長
〈
建
筆
指
導
課
最
観
担
当
係
長
)
神

林
浩
正
マ
島
綜
健
康
業
娠
興
係
E
R

〔
畏
林

際
主
査
)
閉
困
層
灘
マ
土
地
改
良
限
度
集

土
木
係
長
〔
土
木
課
主
査
)
温
沢
郁
夫
マ

長
村
盤
側
探
鉱
合
盤
情
担
当
係
長
〈
交
通
対

策
謀
主
g
z
v

清
水
忠
幸
マ
土
木
践
土
木
第

二
係
長
八
建
築
指
導
線
住
宅
係
長
〕
西
村杯敏

行

マ

よ

図
地
活
広
回
喝
行
政
.
，
務
組
合
消
防

本
部
警
防
課
係
畏
(
消
防
部
主
査
)
丸
山
憲

治

マ

会
計
課
調
査
係
長
〈
働
〈
鍋
人
の
家

主
査
)
松
井
順
子
マ
水
遜
局
業
務
規
経
理

係
長
(
点
字
図
書
館
次
長
〉
意
沢
正
実

v

m会
.
務
局
庶
務
係
Z

R

(
会
計
娘
三
蓋
)
晦

薄
血
友
紀
マ
機
会
穫
務
局
隊
事
係
長
嬢
調
査

係
長
(
樋
会
事
務
局
庶
務
係
長
)
金
子
穫
季

マ
第

一
学
綬
給
食
セ
ン
タ
ー
庶
務
係
長

(
図
・
館
庶
務
係
畏
)
中
村
宗
作
マ
館
一

学
綬
飴
食
セ
ン
タ
ー
第

一
給
食
係
長
(
川
辺

小
学
校
主
査
)
閥
逮
雌
マ
第
二
学
校
給
食

セ
ン
タ
第
一
給
食
係
長
(
公
園
縁
地
模
公

園
管
理
係
長
)
清
水
経
復
マ
社
会
教
育
環

社
会
教
育
係
長
〈
福
祉
環
主
査
)
土
慶
信
之

マ
情
皐
国
分
寺
跡
史
跡
公
園
管
理
事
務
所

長
(
情
理
国
分
寺
史
料
館
主
査
)
倉
温
厚
正
尋
常

マ
市
箆

aさ
ん
富
市
鶴
緬
さ
ん
係
長
(
役

会
教
育
際
社
会
教
育
係
長
V

高
木
美
詞
マ

膏
少
年
課
青
少
年
係
長
(
管
財
際
主
査
)
細

川
修

@2130 
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テープjレ目情報"市民課の窓口業務"開設
市役所直腸~IIIII.

国~:UII!I.

マ市民脱関係(現年度分のみ)

①所得程明書②税額証明・

マ責車税聞係 (現年度分のみ)

E止謀t正明書 ②評価証明書
書@税額証明書

来日曜業時におけるニれらのE明書の空付申

帽は、本人または同一家族に限ります。

.問い合わせ市民韓⑮1353) • 
・・・・・・・・・・..........醐・・.・

争責産f正明

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
/

創
造
館

5
月
の
催
し

••• 
・
理
体
中
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
能

『春
白
星
空
と
未
来
白
字
宙
開
発
』

マ
と
き

5
月
3
日
幽
』
6
日
間

(午
前
日
時
1
・
午
能
l
時
加
分
5
・

午
桂
3
時
1
)

マ
入
場

料

小

中

学
生
無
料
、
町
枝
止
以
上
白
掌
生

2
0
0円、

一
般

2
5
0
円

・
親
子
映
画
会

マ
と
き

5
月
3
日
幽

・
4
日
出

(
午
前
日
時
1
・
午
桂
2
時
泊
分
1
)

マ
よ
映
作
品

『
そ
ん
ご
く
う
』

『く
る
み
制
り
人
形
・
』
マ
定
員

各
四
日
名
(
定
只
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
)

マ

入
場
料

無
料

-
軍
8
回
司
豊
野
県
鹿
民
葺
街
連
合

会
作
品
展
』

マ
と
き

5
月
6
日
開
1
四
日
脚

午
前
9
時
3
午
後
4
時
泊
分
(
最
終

日
は
午
桂
4
時
)
マ
入
場
料

構
料

・
草
2
土
曜
日
学
習
纏
股
の
開
放

『
在
の
昆
鹿
を
さ
が
そ
う
』

マ
と
き

5
月
日
日
出
午
山
叩
昨

E
U時

マ
書
加
料
無
料

-
星
宜
観
盟
会

マ
と
き

5
月
お
日
凶
午
佳
7
時

初
分
1
9時

(
7時
泊
分
ま
で
に
集

合
)

マ

害
加
料

無
料

マ
そ
の

他
雨
天
・

曇
瓦
時
は
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
で
説
明
。
小
中
学
生
以
下
白
か

た
は
保
護
者
同
伴
で
来
場
く
だ
さ
い
0

・
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

5
月
日
日
山
午
前
9
時

初
分
1
午
接
3
時
初
丹

マ
内
容

『パ

ソ
コ
ン
で
お
母
さ
ん
を
描
こ
う
』

マ
対
量

上
小
地
域
在
住
由
小
中

学
生
白
親
子
加
名
(
先
着
順
)
マ

畳
檎
料

5
0
0円

マ
申
し
込
み

5
月
4
H
ω
午
前
9
時
よ
り
世
話

で
創
造
鮪
倫
窃
1
1
1
1
〉
へ0

・
熟
隼
入
門
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

5
月
M
日

ω午
前
9
時

1
午
睡
4
時

マ
対

車

上

小
地
域

在
住
の
印
歳
以
上
の
か
た
却
名
(
先

着
順
)

マ
畳
鴎
軒

1
0
0
0円

マ
申
し
込
み

5
月
7
日
開
午
前

9
時
よ
り
世
話
で
創
造
館
、

-
直
間
パ
ソ
コ
ン
教
室

(基
礎
編
)

マ
と
幸

5
月
凶
日
嗣

・
口
日
制

午
睡
6
時
初
分
6
3
9
時
卯
八
万

マ
対

象
上
小
地
域
に
在
住
、
通
勤
、
通

学
し
て
い
る
同
歳
以
上
の
か
た
別
名

(先
着
順
)

マ

畳
情
料

3
0
0

0
円

マ

申
し
込
み

5
月
6
日
開

午
前
9
時
よ
り
電
話
で
創
造
館
へ

-
パ
ソ
コ
ン
粧
室

(ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ

ト

二

太

郎
』
編
)

マ
と
き

5
月間
ω
日
凶

・
初
日
間

午
前
9
時
1
午
桂
4
時

マ
対
意

上
小
地
域
に
在
住
、
通
勤
、
通
学
し

て
い
る
凶
歳
以
上
の
か
た
却
名
(
先

着
順
)

マ
呈
情
科

6
0
0
0円

マ
市
申
し
込
み

5
月
臼
日
制
午
前

9
時
よ
り
世
話
で
創
造
館
へ

お
産
の
不
安
を
和
ら

げ
る

「母
親
学
級
」
へ

••• 
お
産
に
対
す
る
不
安
を
和
ら
げ
、

安
心
し
て
丈
夫
江
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み

育
て
て
い
く
た
め
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
の
が
ほ
級
学
級
で
す
。

予
約
は
不
聾
で
す
。
阻
接
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

マ
対
車

妊
娠
中
の
人
〔
出
産
予

定

日

平

成
8
年
叩
月
ま
で
)
マ

と
二
る

塩
田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

(
岡
田
叩

3
1
4
9
)

マ
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

・
筆
記
用
具
マ
そ

の
他

テ
キ
ス
ト
代
は
実
質
が
必
要

で
す
。

マ

問
い
合
わ
せ

指
田
正

所

〈胴
窃

3
0
0
0
)

也
「
l

一
奪
回

-田

f 

.母親学級の日程と内容

恩 月 a 内 容

5月15自剛
経館中の生活~産設の心得
丈夫な歯をつくるために

2 5月22日嗣
赤ちゃんの栄養 (母乳栄養)
お慢さんの栄養(院食)

3 5月29日制
呼吸法と妊婦体像(実被)
仲間づくり(グルプワ ク)

4 6月5目附
赤ちゃんの生活と保育
おふろの入れ方(実習)

5 6月12日嗣
2・演 [子育てと親子の縛]
先翠ママからのメッセージ

国
立
小
諸
療
養
所
で

看
護
祭
り
を
開
催
/

••• 
痴
呆
老
人
を
抱
一
え
て
、
自
宅
看
績

で
悩
み
、
不
安
を
お
持
ち
の
か
た

。

そ
ん
な
家
篠
田
か
た
白
た
め
の

『看

護
祭
り
』
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

5
月
日
日
附
午
後
l
時

1
午
桂
4
時

マ
と
こ
ろ

国
立
小

路
療
韮
所

マ
内
容

痴
呆
性
老
人

に
つ
い
て
の
講
抽
出
、
家
庭
介
捜
技
術

指
導
、
介
護
用
品
目
紹
介
、
老
人
企
の

相
談
、
高
常
盤
流
動
立
の
猷
宜
、
体
調

チ
ェ
ッ
ク
、
施
設
計
見
学
、
相
談
コ
ー
ナ
ー

な
ど

マ
モ
の
他

パ
ス
を
利
用
さ

れ
る
か
た
は
、
J
R
小
諸
駅
か
ら
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
が
出
ま
す
(
午
桂
l
時
)

マ
問
い
合
わ
せ

国
立
小
路
療
聾

所
(
圃
0
2
6
7
⑫
0
8
7
0
)

[4 J 

時間"温午磁 1嶋"'，，-・崎までです
'回目の憎ら胸1:，I、プラν コップ手.です
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毎週日曜日
. • • 
仕事などのため、平8、市在所に来られな

いかたのために、4月から毎週B曜B・午前

9'寺から正午まで、次の業時 〈各種証明書の
主付)に限り市冒謀の宮口輩轄を行います。

キ目の

マ市民韓闘係

⑦住民票の写し 喧印鑑畳韻1.明書
. 金畳結者の現況届証明・.........................

己主年

支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
で
す
。

品
川
制
限
に
つ
い
て
日
ご
ろ
感
じ
て
い

る
こ
と
や
気
付
い
た
-』
と
を
提
言
し

て
い
た
だ
い
た
り
、
県
が
開
催
す
る

研
檀
会
な
ど
に
書
加
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
み
な
さ
ん
、
身
近
な
最
観
に

つ
い
て
考
え
一
、
活
動
し
ま
せ
ん
か
ロ

マ
幕
軍
人
数

上
聞
で
叫
人
程
度

(県
全
体
で
1
2
0
0
人
程
度
)

マ
事
聾
期
間

4
月
日
日
か
ら
6
月

初
日
ま
で

(応
募
者
が
募
集
人
民
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

マ

萱

録
期
間

2
年
間

(7
月
1
日
か
ら

平
成
叩
年
6
月
四
固
ま
で
)

マ

応

募
資
格

県
内
に
在
住
す
る
満
初
歳

以
上
で
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
書
加
で

景
観
を
考
え
活
動
す
る

『景
観
サ
ボ

l
タ
l
』
に

••• 
最
観
サ
ボ
l
タ
!
と
は
、
地
域
の

景
組
づ
く
り
に
杭
極
的
に
書
加
し
て

い
た
だ
き
、

地
域
の
景
観
づ
く
り
を

相談名 日 時 会場など

5月10日出
法律相談

←1|15&3月ゆ-15幽30 
(予約制) 24目

手ii師 拍13:30......15:30 (本庁舎1殿)

土地建物相 髄
5月9目醐
13，00-16，00 

人指・悩みごと相臨
5月2日開 1 人権問和対軍醒
13，00-16田 。時i1措)

良 地問園相 観
5月 1日嗣 。 員会

8，30-17，00 2暗)

行 政 相 世
5月13日明

よ田西武10:00......15:00 

心配ごと相世
毎週火曙日
10，00-15，00 

循祉よろず相談
毎週月~金曜目
9，00-16，00 

珪 律 相 酷 5月18日比} 社会福祉協瞳会

(予約制) 叩 00-正午 (H@8080) 

児 量 相 酷
毎週土曜日
13，30-15，30 

桔 婚 相 世
毎週水曜日
10，00-15，00 

法
徐(予約制相) 

践 5月15自体)
1UO-15凹 上田商工会暗所

保障年金相臨
毎週月~金隈日 (H@4500) 
9，00-16凹
毎週月~会嶋田 生活壇場裡
9:00-16:00 市 (本庁舎1階)

児 童 相酷
毎週月~金曜日

役
緬祉聾

9叩-16，00 (t!@2 0 0 0) 

母 子 相
毎週月~金曙日間 福祉聾
t楽 9凹-16叩 (内線1608)

き
る
人

〔現
荘
重
録
さ
れ
て
い
号
封

観
サ
ボ
l
タ
ー
も
応
募
が
で
き
ま
す
)

マ
応
事
方
壇

上
小
地
方
事
務
所

か
市
役
所
建
軍
指
導
課
に
あ
る
申
し

込
み
容
に
記
入
し
て
上
小
地
方
事
務

所
建
聾
課
に
提
出

マ
問
い
合
わ
せ

先

上
小
地
方
事
務
所
建
策
課
(
困

@
7
1
4
2
)
 

自
然
池
端
叫
も
う
/

森
林
倶
楽
部
の
会
員

••• 
市
民
自
皆
さ
ん
を
国
有
林

へ
案
内

し
、
自
然
と
親
し
み
、
遊
び
、
学
ん

で
い
た
だ
く
倶
楽
部
で
す
。

マ
事
聾
人
員

2
5
0人

(定
員

に
な
り
次
部
締
め
切
り
ま
す
)

マ

加
入
費

個

人

年

間
5
0
0
0
円

一家族

1
0
0
0
0
円
、
ほ
か
に
イ

ベ
ン
ト
書
加
料
が
必
要

マ

今
年
の

イ
ベ
ン
ト
予
定

5
月
初
日

(日
)

戸
隠

・
大
師
自
然
体
聾
林
、
7
月
日

日

〔土
)

掛
池
自
然
闘
、
凶
月
6

日
間
北
八
ヶ
岳

(自
駒
の
池
)
で 美しい最観を守りましょう

体
験
体
業

・
ハ
イ
キ
ン
グ

・
森
持
硲

う

な
ど

マ
モ
の
他

轟

林

と

の

ふ

れ

凹

恥

あ
い
情
報
や
林
野
庁
関
辿
施
設
の
捌

ゐ

同
日

引
利
用
な
ど
白
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま

ゴ
ニ
る

z

a
る
す

す
。

マ

問
い
合
わ
せ
長
野
営
林

J
す
聞

局
指
導
普
及
課
(
個
0
2
6
1
2
3
約

調

紅

6
1
2
6
2
4
)、
上
国
営
林
署

隠

酌

聞

司

防

車

(

B
3
5
2
5〉

師

消

彊

K
A
惚

『青
年
海
外
協
力
隊
』

明
開
醐

隊
員
募
集
説
明
会
へ
間
消
消

時
理
制

・
・
・

制
緩
規

背
年
海
外
協
力
隊
は
、
自
己
の
有

町
、
物

事
務
険

す
る
技
術
や
経
験
を
生
か
し
て
、
ァ

本

懐

穐

ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、

中
近
束
、
中
南

防

S

9

自

1
2

末
、
大
洋
州
お
よ
び
東
欧
新
闘
の
国

・片山畑
畑

づ
く
り
に
協
力
す
る
刷
何
年
の
海
外
ボ

肋

郎

町

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
昭
和
岨
年

酌

臨

眼

8
務
問

度
か
ら
始
ま
っ
た
園
田
事
業
で
、
現

引

輯
予

I

L

--

在
も
お
か
国
に
約
2
4
0
0名
が
派

遣
さ
れ
、
活
躍
中
で
す
。

募
集
説
明
会
で
は
、
協
力
隊
事
業

の
紹
介
映
画
の
上
映
、
帰
国
隊
且
の

体
験
報
告
や
畑
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

マ
と
き

5
月
口
日
幽
午
後
6
時

卯八万
1
8時
卯
八
万

マ
と
ニ
ろ

上

回
商
工
会
議
所

マ
応
募
資
格

問

歳
以
上
羽
接
ま
で
の
日
本
国
箱
を
持

つ
心
身
と
も
に
健
康
な
背
年
男
女

マ
問
い
合
わ
せ

国
際
協
力
事
業
団

関
東
支
部

(困

0
4
8
1
8
3
4
1

7
7
7
0
)
ま
た
は
県
庁
国
際
課

〈圃
0
2
6
2
3
5
7
1
8
8
)
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ごみの減量をめざして

ごみ収集
ご参加ください

4月29日目}rみどりの日』の収

集は、 平常どおり行います。 そ

の他の祝日・祝日の振時休日は

収集をお休みします。 ごみの集

積所には出さないでくださL、
[>問い合わせ原境撞務課

(Ii[硲0066)

.自治会別院明会日程表

4月17日嗣

4月18日掛

4月19日出

4月22日叩

4月四日出

作
品
目
応
募
が
あ
り
、
審
査
白
結
果
、

次
回
と
お
り
入
選
作
品
が
決
ま
り
ま

し
た
。
ま
た
、
世
秀
賞
の
3
作
品
は
、

7

月
か
ら
導
入
さ
れ
る
有
料
指
定
袋
に

筒
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

環
境
諜
務
課
(
圃

@
0
6
6
6
)
 

-
恒

秀

賞

[

敬

肱

略

]

マ
出
す
ご
み
に

一
人
ひ
と
り
の

心
が
け
太
田
真
耶
(
中
塩
田
小
)

マ
ご
み
9

資
源
9

捨
て
る
前
に

も
う

一
度
笠
原
恵
利
(
中
塩
田
小
)

マ
ゴ
ミ
だ
っ
て
工
夫
ひ
と
つ
で

減

量

化

浅

野

光

恵

(

一
一中
)

.
佳
作

[
敬
肱
略
]

マ
工
夫
し
て
少
な
く
し
よ
う
み

小
中
学
生
ご
み
標
語

入
選
作
品
が
決
定
に

••• 
市
内
白
小
中
学
校
の
児
意
・
生
徒

を
対
輩
に
募
集
し
た
、

『
正
し
い
ご

み
白
出
し
方
、
環
境
美
化
や
ご
み
減

量
化
に
閲
す
る
標
語
』
は、

3
3
7
 

4月24日仏羽

4月25日同

4月26日幽

4月初日出

ん
な
の
ご
み
沼
田
聖
子
(
清
明
小
)

マ
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
す
れ
ば
で
き

る
は
ず
若
林
孝
影
(
中
極
田
小
)

マ
ち
ょ
っ
と
ま
て

ゴ
ミ
に
す
る
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル

山
辺
里
紗
(
塩
田
西
小
)

マ
ゴ
ミ
な
し
の
き
れ
い
な
街
を

目
標
に
清
水
若
菜
(
中
壇
凹
小
)

マ
ポ
イ
捨
て
は
地
球
を
よ
ご
す

第
一
幸
径
悶
陽
介
(
中
塩
聞
小
〉

マ一

つ
白
ご
み
で
も

み
ん
な
で
出
せ
ば
山
に
な
る

武
田
和
裕
(
極
回
西
小
)

出
す
ゴ
ミ
考
え
リ
サ

下
保
高
史
(
二
中
)

み
ん
な
が
す
れ
ば

松
永
悦
子
(四
中
)

マ
毎
日
白

イ
ク
ル

マ
リ
サ
イ
ク
ル

ご
み
減
量

5月1日嗣

5月2日出

マ
リ
サ
イ
ク
ル

限
り
あ
り

午後7時四分5月7日出

日程表は4月17日附から5月7日出の説明会を縄蛾 (5月8日以降の説明
会の日程lま :欠号以降でお知らぜします)。 骸当する自治会の鋭明会に出
席できないときは、憲寄りの会場へどうぞ 自治会のO数字c1.2 3...) 
は 鋭明会を狙数回行う湯舎の回数を表します思

地
球
の
資
源
に

小
出
世
(
塩
田
中
)

「甲
種
防
火
管
理
者
」

資
格
取
得
講
習
会
へ

••• 
マ
と
き

5
月

n日
嗣

-m日
開

(
午
前
9
時
i
午
後
4
時
泊
分
〉

マ
と
こ
ろ

市
民
会
館
会
議
室

マ

貰
格

防
火
管
理
業
務
を
行
う
こ
と

の
で
き
る
官
理
的
な
立
場
に
あ
る
人

マ
畳
講
料

金
具
3
5
0
0
円、

非
会
員
5
0
0
0
円

マ
申
し
込
み

4
月
勾
日
開
1
5月
口
日
幽
に
消

防
本
部
予
防
諜
へ
耐
8
0
0
2
91

先
皆
1
0
0
名
で
締
め
切
り
ま
す
。
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連休中のコールテンウィーク
み クリ ンセンタ

月 B 
、ー

酔刊ごみ性ご柑白 量判ないごみ(雌腕a への持ち込み
Z44E月B自'. 恒集しまぜん 収集しません 聖Ij入れしません

泊目咽みどりめ日 月槽勉巨のみ収集 月間Illl&のみ収集 平常どおり受け入れ

5A 3醐竃盟主目

5A'日出 休日
収集しません 収集しません 受け入れしません

5月6日l聞こともの自

'A'寝間量醤休日

r 

公
共
下
水
道
新
た
に

川
ヘ
ク
タ
ー
ル
供
用

••• 
平
成
7
年
度
新
た
に
供
用
を
開
始

す
る
区
域
が

3
月
羽
田
付
け
で
告
示

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
告
示
さ
れ
た
主
な
区
域
は
、

踏
入
、
新
田
、
上
川
昨
岬
町
、
蛇
沢
、

国
分
、
分
去
、
大
湯
、
院
内
、
上
手

な
ど
の

一
部
で
而
僚
は
、

-
0
5
・

1
7
M
で
す
。
こ
の
区
壌
の
図
而
な

ど
は
、
下
水
道
諜
(
市
役
所
2
階
)

で
ご
置
に
な
れ
ま
す
。

-
水
量
化
工
事
は
一
目
も
早
〈

告
示
さ
れ
た
区
埴
の
皆
さ
ん
は
、

法
令
に
よ
り
、
告
示
白
日
か
ら
6
か

月
以
内
に
台
所

・
ふ
ろ

・
洗
面
所
な

ど
の
排
水
を
公
共
下
水
道
に
接
続
す

る
た
め
由
設
備
を
新
設
し
て
い
た
だ

第14回

4月20日出上田城跡公園~中央部商庖街で

第14図上IH立閉まつりが開催されます。

みなさんでお出かけくださも、

ネ
J
A
J
 

時

却
4
時

佳

日

午

~
~
時

時

H

nu
白
川

.

前

午

"

午
+。

‘，

l

ト

で
山w
z

d
u
n

自

テ

-

ど

ン

ゐ
ゅ
の
コ

蛤

附

ル

回

ム
冨
ス

上

回
民

y

ス

+m巾
ハ

ミ

•• 
{

{
 

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

(ト
イ
レ

白
水
洗
化
に
つ
い
て
は

3
年
以
内
)
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
建
股
工
事
に
ご
協
力
を

下
水
道
官
白
布
製
工
事
な
ど
に
よ

り
、
開
帳
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
通
行

止
め
な
ど
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
詳
し
い
工
事
の
日
程
は
、

自
治
会
な
ど
を
通
じ
て
迎
絡
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

下
水
道
線
〔
困

1

5
3
6
)
 

未
来
へ
生
か
そ
う
/

4
月
は
「土
地
月
間
』

••• 
・
土
地
取
引
の
前
に
届
出
を

一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い
て

-大手町通り AF警官前交量点~中央交差
{上田真田車市車座) (地域の物産が集まり

ます)が午前10時~午後4時

{フリーマーケ ット}午前10時~午桂 4時

(1図三代つなひき士会}午後a時30分~午陸4時

売
買
な
ど
の
取
り
引
き
を
す
る
場
合

は
事
前
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。
上

回
市
は
地
価
の
監
視
区
域
に
指
定
さ

れ
、
小
規
模
な
土
地
の
取
り
引
き
で

も
届
け
出
が
必
要
と
江
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
平
成
8
年
地
価
公
示
が
罪
表
に

国
土
庁
か
ら
平
成
8
年
の
地
価
公

示
が
発
韮
さ
れ
ま
し
た
。
地
価
公
示

は
都
市
計
画
区
埴
内
の
各
地
睡
で
際

単
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地

を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
価
格
を
公
表

し
、
県
が
行
う
地
価
調
査

(叩
月
ご

ろ
公
表
)
と
あ
わ
せ
て
土
地
を
売
買

す
る
際
の
日
置
に
し
て
い
た
だ
く
も

白
で
す
。
市
内
に
は
地
価
公
示
の
傑

準
地
が

6
地
区
あ
り
、
価
格
は
次
の

と
お
り
で
す
。

こ
申
結
果
か
ら
、

目上回城跡公園~中央部商底衝でli川
『民踊流しH真田神社みこし』、上岡市消
防団自皆さんによる 『はしごのりJrまとい
ふりの披露Hラッパ吹塑』、また毘壮な 『真
田武者行列H真田町鉄砲隊の古式銑法の撞
露』や、rJ'l閏陣太鼓』由演奏も行われます。

市街地はまつり白開催にともない交通規制

が実施されます。 ご迷惑をおかけしますがよ

ろしくお刷いします。 全
国
的
な
傾
向

問い合わせ
観光課 (困1421，1422)

と
し
て
上
回
市
で
も
中
心
市
街
地
は

地
価
が
下
落
し
、
そ
の
周
辺
部
は
昨

年
と
比
較
し
て
ほ
ほ
横
ば
い
の
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

-平成8年地価公示結果

慣準地の所在及U地番 草地，.当た
前車年〈%'駐) 
軍司陣地の

ならUIこ住居費示 りの幅摘'"' .，周枝況

揖が丘3丁目728書11外
101，国加 o 住宅f蝿が丘3-21-2J

大手t丁目担割書1
'88.町四 .&0.5 住宅

「大手1-3-11j
大字.所字下辻21'番6 83.3∞ 0.6 住宅
中央「中1丁費目印99書2外 1.210.町四 44.0 直"央1-4-5J
中央自T自4161番町

405.倒閣 .2.6 宿舗
「中央6-1-29J

中央酉lT03523番S
270.制同 企" .務爾「中央置1-15ー却」

-xw
h
リ

マ
一
つ
歩品目
岡
山宣ハ岡山上

-
公
示
価
格
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

際
準
地
の
地
価
、
標
準
地
が
接
す

る
道
路
の
種
類
、
幅
日
、
様
準
地
周

辺
司
土
地
利
用
状
況
な
ど
が
記
載
さ

れ
た
閃
悟
密
商
が
次
の
施
設
で
閲
置

で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

V
閲
覧
で
き
る
場
所

企
画
課

〈市
役
所
本
庁
舎
)、
塩
田
支
所
、
川

西
支
所
、
豊
阪
支
所
、
市
立
図
書
館

マ
問
い
合
わ
せ

企
画
課

(8

1

2
2
3
)
 

《・繕I孟尊厳~lJ!l 日現在'- Alol下落》

市立図書館の休館日 4月29日間)・30日(:kJ、5月3日働・4日比j・5日(目l・6日(月)
(問い合わせ圃)ll<J880)
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.麻しん(はしか)予防接種 (困1悶 )

b対聖書 ①平成6年 4月 1日から同11月30日まで

に生まれたお子さん。②平成6年 3月31日以前の出生

で、麻しん白予防接種をうけていない 7歳半までのお

子さん。 t実施時期 5月 l日制から 5月31日幽ま

で。お子さんの健康状態由良い日を選んでくださL、。

b実施場所 下表白委託医療機関。事前に電話なと
で辿絡してからお畳けください (接種料金は無料)。

t持ち物 ①母子健康手帳(持害していないと畳け

られないので注意してください)②体糧計 [>;:主意事

項 ①予診票は委託医療機関にあるものを使用してく

ださい。②体温は接種の直前に医療機関で計ることに

なりますので、できるだけ体温計を持害してくださし、。

-t品リ是選コ話くん
(， " 塩図縞町〉r.い体を 生懸命

起こそうと、がんばっ
ている毎日ですJと、
母の久美さん。

圃圃圃園田園~這li・区1~7;.・-ーーー
Q どうしても聖けなければならない予防接種ですヵ、

A 麻しんは伝染力が強く、一生のうちに一度は必ず

かかる重い病気です。発熱 ・咳 ・鼻付 ・めやに ・発 L

んが主症状です。合併症として気管支尭 ・肺先 ・中耳

斑 ・脳斑があります。麻しんにかかった子どもは l万

人に l人の割合で死亡しており、現在でも年間約50人

白子どもが命をおとしています。この予防申ためにぜ

ひ畳けてほしいと思います。

Q 副反応がでますか

A 麻しん白ワクチンは弱議生ワクチンですから、

{本の中でウイルスが増えていき、 1週間菌あたりに発

熱や発しんなど、軽い麻しんに似た症状が約20%の子

どもに出ますが、 l日-2日で消えます。ときには熱

性けいれんや、 100万人に l人程度の脳貴自発生が報

告されています。

.麻しん(1ましか)予防接種垂庇医瞳機関 (50音順)

保健 診Dt
健康推進課

.5月の乳幼児健康診査 (困1625)
t畳付時間 いずれも午後l時-2時 b持ち物

母子健康手帳、パスタオル (4・10か月児)、歯プラ

ン(1歳6か月児)0 1歳 6か月児は、赤ちゃん手帳

の中にある健康診査票に記入してお持ちください。 3

歳児は健康診査票と視聴覚検査四アンケ トをお送り

します白で、ご記入のうえお持ちくださL、。また、尿

検査の容器もお持ちくださL、。

医療機関名(自治会名) 電信 巨費使縄開名(自治会名) 電話

葱沢内科医院f下吉国) 35-3330 減荷医院(御所) 22-3481 

荒井医院(下紺屋町)22-0474 量図医院(下紺屋町) 22-1158 

飯島E院(築地) 22-5011 B新堂病院(馬根町) 22-0558 
池田クリーヮク(Jllill町) 22-5041 橋本医院(舞図) 38-2033 

よ国病院(松尾町〉 22-3580 半園田耕内調酷悦錫 28-0888 

よ悶生協陰線所は注尻i23-0199 堀こどもウリニヲヲ伸之鉛 23-55日目

よ田原ヲリ二世 ?UI~潤? 26-3511 経尾印有科れ児科E健作帝国 22-1355 

神藤クリニッウ唖al27-3331 一原内科匡院伸之掛 27-6500 

川西病院(保野) 38-2811 宮榎内科小児湘E院作11'同 22-0759 

小井土内畑農作順醐727-6666 宮下内粍小児科目医院L上旬 22-1233 

閉園内利小児科診療所信糊 38-3065 村よ医院(末広町〉 22-3740 

柑隅田耕酷山晦冊 27-2200 宣賀惨療所(よ窒IIJ 31-1070 

玉野医院(下小島) 38-0101 柳沢病院(北大手}22心109

斉麗外科医院作青木〉 35-0887 山櫨内科医院(分去J38-7388 
ささき小児科E鴻緩j~ 27-7700 山超医院(国分) 26-5800 

佐蕗E院(五加) 38-2543 山図内科医院付之町 26-8181 

佐轟買揖科M可制医院樋田n22-2342 吉図』ども医院唖入〕 24-1222 
塩図病院(中野) 38-2221 和方内科(塩図新信n38-2540 

[8 J 16 広膚ラ;<1，，8.4 

.保健センター(市役所南斤舎2階)

健康診査 | 実施日 | 生年月日
5月7日 I 7. 12. 16-12. 31 

5月幻日 I 8. 1. 1 -1. 15 
5月9日 I7. 6. 16-6. 30 
5月17日 I7. 7. 1 -7. 15 
5月8日 I 6. 10. 16-1札 31

5月29日 I6. 11. 1-11. 15 
5月20日 I5. 4. 1 -4. 15 
5月27日 I5. 4. 16-4. 30 

・塩田母子健庫センター (塩田地区)

4か月 I _ ___ I 7. 12. 16-8. 1. 15 
I 5月24日;

10か月 I ."..- I 7. 6. 16-7. 15 
1歳 6か月 I 5月21日 I 6. 9. 16-11. 15 
.川西社会福祉センタ (J!I西地区)

4か月 7.12.16-8. 1.15 

10か月 I 5月28日 | 7. 6. 16-7. 15 
1歳6か月 I 6. 10. 16-11.. 15 
3歳 I 5月初日 I 4. 12. 1 -5. 5.31 

4か月

l歳6か月

3歳

10カh月
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・
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図
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8
8
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県
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国
市
大
手
1

円

市
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編
集
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泌
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串
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1
0
0
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1
1
1
2
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苗
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1
1
1

印
刷
・
図
辺
印
刷
悌


	P1 表紙
	P2 平成8年度予防接種
	P3 市職員人事異動、臨時市議会レポート
	P4 情報テーブル①
	P5 情報テーブル②
	P6 情報テーブル③
	P7 情報テーブル④
	P8 保健ガイド

